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1. 研究目的 
東京都心部では高度経済成長期における地下水過剰

汲み上げによって急激な地下水位低下及び深刻な地盤

沈下等の問題が発生した。その反省として 1970 年に条

例によって地下水汲み上げが規制され地下水位は回復

したが、現在では逆に地下水位が高くなりすぎて様々

な地下水障害が発生している。特に、東京駅や上野駅

などでは浅い地下水位による地下ホームの浮上防止の

ために、多量のアンカーや鉄板の敷設を行っている。 

本研究では、自然の水循環に人工構造物の影響を考

慮したモデルシミュレーション、及び最適な地下水涵

養(及び利用)政策に基づいた予測シミュレーションを

行うことによって、このような地下水障害への対策及

び自然水の有効利用のための政策提言を目的とする。 

 
2. 研究概要 
利根川全流域を含む関東平野を対象として、2000 年

1 月 1 日から 2001 年 12 月 31 日までの 2 年間のシミュ

レーションを行った。229×190×10 層(水平方向：1 km

メッシュ)で行った。鉛直方向には表層厚さ 2 m とし、

最下層-500 mまで等比級数的に不等間隔格子で分割し

た。主な解析条件を以下に示す。 
(1) モデル 

著 者 ら が 開 発 し て き た 陸 域 統 合 型

NICE(NIES Integrated Catchment-based 

Eco-hydrology)モデル1-5を使用した。NICEモデ

ルは、MODIS衛星データから得られるLAIや

FPAR等の高次プロダクトと同化することによ

って植生の季節変化・増殖を考慮し、かつ、河

川水・土壌水分・地下水及び植生間での相互作

用を考慮した 3 次元グリッド型の水・熱・物質

収支モデルである。 

(2) 海水及び下水道の影響の取り込み 

NICEモデルに密度影響を組み込むことによ

って淡水－塩分フロント形状の形成に有意な

影響を与える鉛直方向流れへの密度影響を考

慮した。また、都心部では下水管渠モデルとの

結合によって、越流量・漏水量を NICE モデル

に入力した。 

(3) モデルの境界条件 

土地利用・植生・土壌・地質に加えて人為的

な水使用量等の GIS データを各 3 次元グリッ

ドに与えるとともに、地表面には forcing 気象

データを、海域と陸域の境界には潮汐調和定数

から推定した天文潮位と塩分濃度を与えた。 

(4) 地下水涵養を目的とした政策オプション 

涵養量の積極的な促進を目的として、

MA(Millennium Ecosystem Assessment)の概念

に基づいたエコシステム・サービス用地(ES

用地)提供に関する 4 つの政策シナリオ(BAU、

TD、SD、DE)を提案し、各シナリオのもとで

の予測シミュレーションを行った。 

 

3. 研究成果 
詳細については発表時に説明を行う。 
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